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研究背景

重い荷物 重い機械
ロボットの

導入が進んでいない

安全な労働環境の整備が重要

倉庫の現状



研究目的

事故の特徴、傾向

事故の削減策
について検討



本研究の必要性

陸運業の事故の型別死傷災害（平成23年）

荷役作業時の労働災害が約70%

荷役災害の特徴や傾向を把握

全体の事故数を削減



事故データの詳細

某物流企業の2019年1月～2022年6月の事故データ

50項目を元に集計

・事故の発生件数：20,649件
・重大事故の発生件数：281件
→月に約7件（6.69…）



分析視点

• When（いつ）
• Where（どこで）
• Who（誰が）
• What（何を）
• Why（なぜ）

5つの視点
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引用元：
https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=17696

22℃ 29℃

・集中力及び覚醒度の低下
・疲労感の増加
・問いに対する正答率の低下

結論：高温になると、集中力や思考が低下

暑さと思考力の関係



平均気温 6月 7月 8月 9月 10月

2019年 21.8 24.1 28.4 25.1 19.4
2020年 23.2 24.3 29.1 24.2 17.5
2021年 22.7 25.9 27.4 22.3 18.2
2022年 23 27.4 27.5 24.4 17.2

各年の平均 22.675 25.425 28.1 24 18.075

最高気温 6月 7月 8月 9月 10月

2019年 25.8 27.5 32.8 29.4 23.3

2020年 27.5 27.7 34.1 28.1 21.4
2021年 27.3 30.3 31.6 26.2 22.7
2022年 27.6 31.7 32 28.8 21.5

各年の平均 27.05 29.3 32.625 28.125 22.225

各月の平均気温

各月の最高気温

引用元：https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
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重大事故（件）
年齢（歳） 1：人身・傷害 2：品質・商品 3：設備・車両

16-20 4 2 1

21-25 2 8 3

26-30 2 2 1

31-35 2 6 1

36-40 4 7 3

41-45 3 6 3

46-50 4 9 11

51以上 11 14 13

2019年1月～2022年6月（空白は除く）

年齢別重大事故発生件数
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1%

92%

7%

事故における金額

３万以上 ３万未満 金額未発生

3万未満

3万未満と3万以上の
事故被害額を3万円と仮定すると

引用：https://www.krs.co.jp/ir/management_policy.html

2019年1月～2022年6
月金額未発生

3万以上

概算の金額
568,200,000円
某物流企業子会社の
2021年経常利益の約17%
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残業時間と作業者の状態による事故の関係

年齢
事故原因

残業時間
作業者の状態 0～30 31～60 61～90 91～120 121以上

イライラ
していた

1% 1% 1% 2% 2%

焦っていた 7% 7% 7% 10% 17%

体調不良 1% 1% 1% 1% 2%

通常通り 91% 92% 91% 87% 80%

残業時間における事故の合計を作業者の状態で%表示



2019年1月～2022年6
月ながら パレッ

ト
ラップ 一時不

停止
確認不
足

後で発
見

積み込
み時

倉庫内
滑り

壁 段積み
走行

中から 不注意

16-20
72 12 16 27 489 22 4 2 2 4 3 41

21-25
99 22 20 32 629 39 3 3 7 2 29

26-30
86 9 19 31 614 53 8 3 5 3 16 22

31-35
98 25 19 32 781 55 9 5 5 6 12 25

36-40
69 20 23 25 678 52 22 4 2 3 11 34

40-45
67 15 18 36 678 53 10 5 1 7 4 27

46-50
94 20 19 19 820 36 23 8 6 5 3 38

50以上
98 25 15 56 1199 59 28 8 3 14 5 43

年齢と事故原因の関係

年齢
事故原因

年齢が大きくなるに連れて、不注意、体力仕事系の事故が多い

引用元：https://www.jstage.jst.go.jp/article/geriatrics/47/1/47_1_52/_article/-char/ja/



引用元：https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/undou-kiso/tairyoku.html

加齢と体力の関係
加齢に伴う新体力テスト合計点の変化

体力減少
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まとめ
「いつ」の観点
・4月、7月、8月、12月に事故が多くなりやすい
・午前6時、10時、午後15時、16時に事故が起こりやすい
「どこで」の観点
・特定の場所での事故が多い
「誰が」の観点
・勤続年数が1年未満の社員は事故を起こす傾向が高い
（全体の27%）
・勤続年数が11年以上の社員は事故を起こす傾向が高い
（全体の39%）



改善点
「いつの」観点
・倉庫内の温度を一定に保つ
・事故の多い時間帯に休憩を取れる制度を導入
「どこで」の観点
・事故が頻発する場所に注意書きを設置
「誰が」の観点
・マニュアル等を毎年改訂していく
・勤続年数が11年以上の社員に事故の

危険性について再指導



まとめ

「何を」の観点
・概算の事故金額が568,200,200円

「なぜ」の観点
・どの年代でも確認不足で発生する事故が多い
・年齢が大きくなるにつれて、不注意、
体力仕事系の事故が多い



改善点

「何を」の観点
・事故における概算の被害額を作業者に周知

「なぜ」の観点
・確認不足を忘れないように作業場に確認手順の

張り紙を貼っておく
・年齢に応じて適正な仕事を分ける。



今後の課題

①荷主作業との連携
→荷主先で起こる事故が多く、荷役作業時の安全対策が

が十分でないため。

②勤続年数が短い人と長い人向けの事故対策

③物流ロボットの普及
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